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本資料は、勉強会の為に作成されたものであり、有価証券の取引、その他の取引の勧誘を目的としたもの
ではありません。投資に関する最終決定はお客様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。本資料及
び資料にある情報をいかなる目的で使用される場合におきましても、お客様の判断と責任において使用され
るものであり、本資料及び資料にある情報の使用による結果について、当社は何らの責任を負うものではあり
ません。

本資料で記載しております価格、数値、金利等は概算値または予測値であり、諸情勢により変化し、実際
とは異なることがございます。また、本資料は将来の結果をお約束するものではなく、お取引をなさる際に実際
に用いられる価格または数値を表すものでもございませんので、予めご了承くださいますようお願いいたします。

ご注意事項

加入協会
日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人第二種金融
商品取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
商号等
楽天証券株式会社／金融商品取引業者関東財務局長（金商）第195号、商品先物取引業者
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■外国株式 海外ETF／ETN／REIT

【外国株式等の取引にかかるリスク】
外国株式等は、株価（価格）の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、為替相場の変動等により損失（為替差損）が生じるおそれがあります。上場投資信託（ETF）は
連動対象となっている指数や指標等の変動等、上場投資証券（ETN）は連動対象となっている指数や指標等の変動等や発行体となる金融機関の信用力悪化等、上場不動産投
資信託証券（REIT）は運用不動産の価格や収益力の変動等により、損失が生じるおそれがあります。

●レバレッジ型、インバース型ＥＴＦ及びＥＴＮのお取引にあたっての留意点
上場有価証券等のうち、レバレッジ型、インバース型のETF及びETN（※）のお取引にあたっては、以下の点にご留意ください。

・ レバレッジ型、インバース型のETF及びETNの価額の上昇率・下落率は、2営業日以上の期間の場合、同期間の原指数の上昇率・下落率に一定の倍率を乗じたものとは通常一致
せず、それが長期にわたり継続することにより、期待した投資成果が得られないおそれがあります。
・ 上記の理由から、レバレッジ型、インバース型のETF及びETNは、中長期間的な投資の目的に適合しない場合があります。
・ レバレッジ型、インバース型のETF及びETNは、投資対象物や投資手法により銘柄固有のリスクが存在する場合があります。詳しくは別途銘柄ごとに作成された資料等でご確認いただ
く、またはコールセンターにてお尋ねください。
※ 「上場有価証券等」には、特定の指標（以下、「原指数」といいます。）の日々の上昇率・下落率に連動し1日に一度価額が算出される上場投資信託（以下「ETF」といいま
す。）及び指数連動証券（以下、「ETN」といいます。）が含まれ、ETF及びETNの中には、原指数の日々の上昇率・下落率に一定の倍率を乗じて算出された数値を対象指数とする
ものがあります。このうち、倍率が＋（プラス）１を超えるものを「レバレッジ型」といい、－（マイナス）のもの（マイナス１倍以内のものを含みます）を「インバース型」といいます。

外国株式のリスクと費用について
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【米国株式の信用取引にかかるリスク】
米国株式信用取引の対象となっている株式等の株価（価格）の変動等により損失が生じるおそれがあります。米国株式信用取引は差し入れた委託保証金を上回る金額の取引をお
こなうことができるため、大きな損失が発生する可能性があります。その損失額は差し入れた委託保証金の額を上回るおそれがあります。また、米国株式信用取引は外貨建てで行う取引
であることから、米国株式信用取引による損益は外貨で発生します。そのため、お客様の指示により外貨を円貨に交換する際の為替相場の状況によって為替差損が生じるおそれがありま
す。

【外国株式等の取引にかかる費用】
〔現物取引〕
1回のお取引金額で手数料が決まります。

外国株式のリスクと費用について

分類 取引手数料

米国株式
約定代金の0.495％（税込）
・最低手数料：0米ドル
・上限手数料：22米ドル（税込）

中国株式
約定代金の0.275％（税込）
・最低手数料：550円（税込）
・上限手数料：5,500円（税込）

アセアン株式
約定代金の1.10％（税込）
・最低手数料：550円（税込）
・手数料上限なし

※当社が別途指定する銘柄の買付手数料は無料です。
※米国株式の売却時は上記の手数料に加え、別途SEC Fee（米国現地取引所手数料）がかかります。詳しくは当社ウェブページ上でご確認ください。
※中国株式・アセアン株式につきましては、カスタマーサービスセンターのオペレーター取次ぎの場合、通常の取引手数料に2,200円（税込）が追加されます。
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〔米国株式信用取引〕
1回のお取引金額で手数料が決まります。

外国株式のリスクと費用について

取引手数料

約定代金の0.33％（税込）
・最低手数料：0米ドル

・上限手数料：16.5米ドル（税込）

米国株大口優遇の判定条件を達成すると、以下の優遇手数料が適用されます。米国株大口優遇は一度条件を達成すると、3ヶ月間適用になります。詳しくは当社
ウェブページをご参照ください。

〔米国株式信用取引（米国株大口優遇）〕
約定金額にかかわらず取引手数料は0米ドルです。

※当社が別途指定する銘柄の新規買建または買返済時の取引手数料は無料です。
※売却時（信用取引の場合、新規売建/売返済時）は上記の手数料に加え、別途SEC Fee（米国現地取引所手数料）がかかります。詳しくは当社ウェブページ上でご確認くださ
い。

●米国株式信用取引には、上記の売買手数料の他にも各種費用がかかります。詳しくは取引説明書等をご確認ください。

●米国株式信用取引をおこなうには、委託保証金の差し入れが必要です。最低委託保証金は当社が指定する30万円相当額、新規建て時に最低必要な委託保証金率は50％、委
託保証金最低維持率（追証ライン）が30％です。委託保証金の保証金率が30％未満となった場合、不足額を所定の時限までに当社に差し入れていただき、委託保証金へ振替え
ていただくか、建玉を決済していただく必要があります。
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【米国貸株サービスにかかるリスクおよび費用】
●リスクについて
米国貸株サービスの利用に当社とお客様が締結する契約は「消費貸借契約」となります。株券等を貸付いただくにあたり、楽天証券よりお客様へ担保の提供はなされません（無担
保取引）。

●投資者保護基金の対象とはなりません
貸付いただいた株券等は、証券会社が自社の資産とお客様の資産を区別して管理する分別保管および投資者保護基金による保護の対象とはなりません。

●手数料等諸費用について
お客様は、株券等を貸付いただくにあたり、取引手数料等の費用をお支払いいただく必要はありません。

●配当金等、株主の権利・義務について
貸借期間中、株券等は楽天証券名義又は第三者名義等になっています。そのため、貸借期間中に権利確定日が到来した場合の配当金については、発行会社より配当の支払い
があった後所定の期日に、所得税相当額を差し引いた配当金相当額が楽天証券からお客様へ支払われます。また、株式分割等コーポレートアクションが発生した場合（整数倍の
株式分割を除く）、自動的にお客様の口座に対象銘柄を返却することで、お客様は、株主の権利を獲得します。

●配当金の情報について
米国貸株サービスにおける配当金の情報は、S&Pグローバル社より提供されるデータを基にしており、原則として毎営業日の更新となります。配当金は各企業の判断で廃止・変更に
なる場合がありますので、必ず当該企業のホームページ等で内容をご確認ください。

●大量保有報告の提出について
貸株対象銘柄について、楽天証券およびまたはそのグループ会社等の保有が基準以上となった際にSEC（Securities and Exchange Commission：米国証券取引委員
会）に報告書を提出する必要が生じます。その場合において、お客様の氏名、取引株数、契約の種類（株券消費貸借契約である旨）等を報告書に記載させていただく場合がご
ざいますので、予めご了承ください。

●税制について
株券貸借取引で支払われる貸借料及び貸借期間中に権利確定日が到来した場合の配当金相当額は、お客様が個人の場合、一般に雑所得又は事業所得として、総合課税の
対象となります。なお、配当金相当額は、配当所得そのものではないため、配当控除は受けられません。また、配当金相当額は外国税額控除の対象外です。また、お客様が法人の
場合、一般に法人税に係る所得の計算上、益金の額に算入されます。税制は、お客様によりお取り扱いが異なる場合がありますので、詳しくは、税務署又は税理士等の専門家にご
確認ください。

外国株式のリスクと費用について



第１回
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米国株市況-指数レベル
SPYが最高値更新で年初来トップに、半導体の利確が目立つ

赤：半導体指数
青:ナスダック
オレンジ：NYダウ
黄色：SP500
紫：ラッセル
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年初来

半導体指数-20.52%

ナスダック-11.65%

NYダウ-5.17%

S&P500-8.67%

ラッセル-16.63%

引用元：TradingView



米国株市況-テック大型株（M7）
MSFTは元々下落していたため下落がマイルド、TSLAが大きく下落中
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引用元：TradingView



米国株市況-インフレ率の変遷

・CPI総合指数は下落傾向
・CPIコア指数は下落傾向
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青:総合指数 赤:コア指数（食品とエネルギー除く）

引用：https://fred.stlouisfed.org/graph/?g=rocU



ドルインデックス
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相互関税・対中関税によって一気にドル安に
２０２２年から続いたドル高のサポートラインを割り込む直前

引用元：TradingView



金利
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CPIではインフレ下火も、金利が今度は上昇傾向に
関税の影響によるインフレ再燃を大きく懸念してる状況

引用元：TradingView



13

米国株市況-FOMC予想（４月中旬時点）

2025年12月FOMC政策金利予想：325-375（現在425-450)
よって利下げは年内に３回～４回と予想されている

引用：https://www.cmegroup.com/ja/markets/interest-rates/cme-fedwatch-tool.html



米国株市況-2025年サマリー
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・ここまで
①マーケットのトランプへの過小評価
②AIブームの鎮静化によるバリュエーション調整
③米国企業の底堅い決算（駄目な企業は淘汰される）
④利下げは様子見
⑤米国大型企業の自社株買いの株価支え

・これから

①全て関税次第
②FRBがトランプ関税をどこまで緩和できるか
③株価のバリュエーション
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アメリカと日本の資産マインドセットの違い
（資産形成）
・資産形成に関して米国で暮らしていると必ず耳にするのが不動産投資です。
不動産投資の話は普通に日常会話で話に出るほど一般的だなという印象。
・株式投資の話はコロナ以降では耳にするときもあったけど、ほとんど話に出ない。

（株式投資に関して）
・株式投資自体を資産形成として取り組んでいる人が多くない。（積み立て貯金感覚）
401KやIRAという日本で言うiDecoや積み立てNisaのような仕組みを使って、自動的に積み立てす
るのが一般的です。
・根本的に暴落があったとしても、長期的には上昇するという認識がある。
投資家というより経済が強いから米国の株式と一緒に豊かになるという思想。

（お金への感覚）
・必要なものを買う事に躊躇しない
・お金は貯めるものではなく、資産に使うもの（娯楽に使うもの）



資産別投資戦略-日本人貯蓄額＊
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引用：みずほ銀行まとめ ＊預貯金や有価証券、保険などの金融機関への貯蓄、社内預金など金融機関外への貯蓄の合計
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①コア＆サテライト戦略

②アセットアロケーション

③年代と資産総額のバランス

→上記を軸にして自分なりのルール設定

投資挑戦前に決めておくルール
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①コア＆サテライト戦略は投資方針の主軸を決めて、もしご自身で少しデコレーションを加えたい
場合はサテライトとして投資をしていく方針です。
コアで安定感をだして、サテライトで自分好みの少しリスクを取った銘柄を選択していく方式と
例）インデックスETFコア 例）配当コア 例）個別株コア

②アセットアロケーションは現金と余剰資金の比率を管理していく事です。
年齢＝現金比率 20歳＝総資産の20％ 30歳＝総資産の30% 40歳＝総資産の40％

③上記の現金比率を年代と資産総額によってバランスをとる事です。例えば40歳で総資産が500万
円、お子さんが大学受験を控えてる時に、総資産の40％である200万だけ余剰資金として残して問
題ないか？などです。人生の大切なイベントも意識して調整。

投資挑戦前に決めておくルール



アセットアロケーション
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全資産をまずリスク資産と生活防衛資産で分ける・アセットアロケーション

1st 資産整理する

2nd 年間の収益を計算する

3rd ライフイベントの予算取り

4th 1&2&3を総括してのリスク資産割り当
てを決める
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投資挑戦前に決めておくルール

コア・サテライト

年代と資産総額バ

ランス

アセットアロ

ケーション

3つのバランスをとるために最も必要
なのは

「ルール設定」

例えばアセットアロケーションを年齢
や資産総額バランスを考えずに、無理

をしても成功しない。

コア・サテライトも下落相場において
余りにもサテライトがリスクが高い戦
略にすると、大きな痛手を受ける。
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• 株式市場の成長性

→インデックスの年間リターンが直近20年は8％

• 魅力的な企業 GAFAの時価総額（770兆円）が日経全体（760兆円）越え

（2021年8月）

   →NVDA,TSLAなど次々と新興勢力が出現する

• 年金運用 日本のNISAやつみたてNISAと同じような仕組みが充実

→株式投資での資産運用がなければ年金生活がほぼ不可能

• 米国財務省とFRBの経済へのバックアップ

米国株投資をオススメする理由



米国株式は成功の秘訣？
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2019年の米国世帯株式所有率53%

米国株式資産は32％

米国では中間層以上の株式保有率が70％

上位中間層は90％

それに対して中間層以下の保有率は30％

※成功の秘訣ともいえる

中央値

中間層以下は1万ドル

中間層以上は4万ドル

上位10％は44万ドル

FRBも株価を強く意識している（年金運用に超重要）
米国中間層以上は株式運用が基本

引用：https://www.federalreserve.gov/publications/files/scf20.pdf



米国株式は成功の秘訣？
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米国でも中間層以下の株式保有率は増加継続
上位10％の富裕層はほぼ100％株式保有

引用：https://www.federalreserve.gov/publications/files/scf23.pdf



ドル資産をもつ意味-ドル円の推移
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1970年以降、
1995年からは150円以下のレンジ圏内にいる

5年間ドル高傾向。米国のインフレ状況をピュ
アに反映してる（日銀の緩和政策の円安も）
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2010年1月から2022年2月まで毎月500ドル積み立てるシミュレーション

インデックスETFコア

配当コア

個別株コア

複利の活用

ティッカー 名称 株式ポートフォリオ配分

SPY SPDR S&P 500 ETF Trust 80%
VYM Vanguard High Dividend Yield ETF 20%

ポートフォリオ1

ティッカー 名称 株式ポートフォリオ配分

SPY SPDR S&P 500 ETF Trust 20%
VYM Vanguard High Dividend Yield ETF 80%

ポートフォリオ2

ティッカー 名称 株式ポートフォリオ配分

SPY SPDR S&P 500 ETF Trust 20%
VYM Vanguard High Dividend Yield ETF 20%
MSFT Microsoft Corp 80%

ポートフォリオ3
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複利の活用-米国株式長期投資

①インデックスETFコア$199,485 ②配当コア$180,610 ③個別コア$370,247
現金貯金$73000に対してインデックスは約2倍以上

もみあげ作成



複利の活用-NISAを薦める理由
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長期投資分が基本
的に全て非課税

資産増加分には税
金が発生しない

使わない理由なし
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複利の活用-ドルコスト平均法
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メリット デメリット

積立がやりやすい 一括投資より手数料がかかる

ルール通りに買うのでストレスが小さい 投資資金を寝かせておくことになる

買値が気になりにくい ラッキーリターンが少ない

複利の活用-ドルコスト平均法
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ETFと投資信託の違い



注目ETF
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VOO
配当率1.32％

507銘柄（トップ10 31%)
年初来28.5%

時価総額荷重平均

SPY
配当率1.28％

503銘柄(トップ10 31%)
年初来 28.35%
時価総額荷重平均

QQQ
配当率0.58％

101銘柄(トップ10 45%)
年初来29.6％

時価総額荷重平均

VGT
配当率0.68％

323銘柄(トップ10 61%)
年初来36%

時価総額荷重平均

S&P500
インデックス
(全米含む)

成長

VYM
配当率2.85％

469銘柄(トップ10 25%)
年初来22%

時価総額荷重平均

HDV
配当率3.35％

81銘柄(トップ10 54%)
年初来21%

時価総額荷重平均

SPYD
配当率4.44％

82銘柄(トップ10 15.5%)
年初来22.2%

高配当利回り上位80銘柄
にほぼ均等に投資するETF

高配当

VTI
配当率1.36％

3,793銘柄トップ10 26%)
年初来28%

時価総額荷重平均

SMH
配当率0.43％

323銘柄(トップ10 62%)
年初来42%

時価総額荷重平均
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注目銘柄-アップル

ア
ッ
プ
ル

1. iPhoneを軸としたサブスク・金融な
ど囲い込みビジネス

2. 成長性は大きくはないが常に安定し
たEPS

3. SP500＆ナスダックへの影響度が最
も高い

4. 10年以上増配も継続中

ソース/事業別 国別

引用元：TradingView
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ソース/事業別 国別

1. Windowsをベースにサブスク化
2. クラウドが事業牽引
3. 収益性はGAFAMで最も安定（営業
利益35%)

4. クラウドへの依存度が高いの点が
懸念

5. AIへの投資も進めてる為Ai関連の情
報にも左右され易い

6. 10年以上増配も継続中

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

注目銘柄-マイクロソフト

引用元：TradingView
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ソース/事業別 国別

1. SNSを主体とした広告ビジネスを展開
（FB・インスタ）

2. メタバースで一時期業績超悪化
3. →撤退から急激に回復
4. 比較的景気影響は受けづらい
5. GAFAMの中では最もピーキー（上下が
激しい）

メ
タ

注目銘柄-メタ

引用元：TradingView
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ソース/事業別 国別

1. AIビジネスのマーケットリーダー
2. 同社の半導体がAIビジネスにおけ
るキーファクター化したことによ
り株価急上昇

3. 既存半導体とは対立関係
4. ほぼ独占状態に近い為、2025年以
降もそれをキープできるかが鍵

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア

注目銘柄-エヌビディア

引用元：TradingView
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銘柄選び方サマリー

1. 難しいならSP500一択（VOOやSPYなど）

2. リスクの取り方を考える（家庭・環境に応じて）

3. 焦らない（マイペースが大切・新NISA）

4. 株式はリスク資産（生活防衛資金は残して）



終わりに（振り返り）

・個人投資家はマイペースに

・誰も未来は予想はできない。予想が外れたらアジャストする柔軟さは大切

・チャンスを逃さない準備も同時に

・周りに影響されずコツコツと

マーケットが悪い時も逃げずに愚直に続けよう！
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